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本症例は、1990年「外科診療」で報告しました。

「虫垂結石は穿孔しやすい」
「すごくいっぱいの‘虫垂結石’だなー」
「いつからこんなに溜まったんだろう？」
「あ！過去にXpがあるに違いない」と思いつき、

放射線科に頼みＸｐを探してみました。



これだ！



当日の立位Xp



切除虫垂所見



過去、腰椎圧迫骨折で入院中のXP

整形外科を研修中にこんな患者
さんを診たら君ならどうする？

b 腹部症状がでたら虫垂炎の可能性が大で

あることを告げる。

a 今回の入院と関係ないのでなにもしない。

d  予防的虫垂切除を勧める。

c 定期的に医療機関の受診を勧める。



本症例は、1991年「消化器科」に報告しました。

地域病院にいて「答えを知る」ことができるのは外
科医の冥利です。しかし、その情報の多くは一緒に
働く内科医だけなく緊急時に病院に出てきてくれてレ
ントゲンをとてくれたり、血液検査をしてくれた

スタッフがいて成り立ちます。



「消化器科」には、下記の症例を報告しました。

１．虫垂粘液嚢腫 ７１歳 女性

２．体網炎症性腫瘤の石灰化 ３４歳 女性

３．卵巣奇形腫破裂 ３９歳 女性

４．急性虫垂炎併発尿管結石 ３７歳 男性



７１歳 女性 虫垂粘液嚢腫



術中所見



３９歳 女性 卵巣奇形腫破裂



切除所見



さあ！

どんな観点で現在も急性虫垂炎
の症例報告が書かれているか？

最近の日本臨床外科学会誌の
症例報告を見てみましょう。



（日臨外会誌 ７７、１７０５ー９，２０１６）



（日臨外会誌 ７７、１７０５ー９，２０１６）

医学中央雑誌にて「low-grade appendiceal
mucinous neoplasm」をキーワードに１９７７年か

ら２０１５年１２月まで検索すると（会議録は除く）、
本症例を含め１３例のLAMNの報告が認められた。

私の報告した症例はありません。医学中央雑誌の
キーワードに入るように症例報告を投稿しましょう。



（日臨外会誌 ７８、１８３２－３７，２０１７）



地域と大学病院との検査の違いもあるけど、
どうするかの判断が重要ですね。



（日臨外会誌 ７９、１７３６－３９，２０１８）



臨床経過がとっても重要です。



（日臨外会誌 ７９、１８７４－７９，２０１８）





結構あるもんだね。閉経前だったら生理とともに悪化する？



（日臨外会誌 ７９、７９７－８０２，２０１８）



（日臨外会誌 ７９、７９７－８０２，２０１８）



（日臨外会誌 ７９、７９７－８０２，２０１８）

穿孔してなくても敗血症になるんだ！！



（日臨外会誌 ７９、2286－2290，２０１８）



（日臨外会誌 ７９、2286-2290，２０１８）

入院時の腹部ＣＴ検査

手術所見

抗菌薬で沈静化しても
手術したほうがいい？
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